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　平成26年第３回松野町議会定例会が、９月16日に招集され、９月16日と10月７日に提出議案などが審議されました。
主な内容は次のとおりです。

報告 松野町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

議案 松野町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例について
 松野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例について
 松野町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について
 平成26年度松野町一般会計補正予算（第２号）
 平成26年度松野町介護保険特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼原案どおり可決されました。

認定 平成25年度松野町一般会計歳入歳出決算の認定について
 平成25年度松野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成25年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成25年度松野町簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成25年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成25年度松野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 平成25年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼原案どおり認定されました。

同意 松野町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼友岡一郎氏を選任することが同意されました。

意見 北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼原案どおり可決されました。

松野町議会第３回定例会

補正予算の概要補正予算の概要
平成26年度松野町一般会計補正予算（第２号）
補正額：２千139万７千円　（補正後の予算総額：30億７千159万円）
【主な補正理由】
人件費☞人事異動、昇給、昇格及び共済費負担率の変更に伴う調整により、総額で581万２千円を減額。
民生費☞老人福祉費に、消防法施行令の一部改正により、平成27年４月１日から認知症高齢者グループホーム等に
ついて、スプリンクラーの設置が義務化されることに伴い、町内の民間介護事業者が実施する既存介護施設へのス
プリンクラー整備を支援するため、国庫補助事業による２か所分の地域介護・福祉空間整備等施設整備補助金359万
１千円を計上。
衛生費☞保健衛生費に、予防接種法施行令の一部改正に伴い、本年10月１日から定期接種の対象に、水痘及び高齢
者の肺炎球菌感染症が追加されたことから、予防接種委託料を176万６千円、また、県内では初めての試みとなる、
子育て支援、少子化対策の一環として、「おたふくかぜワクチン」、「Ｂ型肝炎ワクチン」、「ロタウイルスワクチン」
の任意接種を受けた子どもに対し、接種料を助成することにより、保護者の経済的負担を軽減するとともに、接種
しやすい環境を整え、子どもの健康保持及び増進を図ることを目的に、償還払いの方法による全額助成を実施する
ための任意予防接種費補助金134万５千円のほか、塵芥処理費には、現在、本町のリサイクルセンターに保管している、
有害性が確認された「ポリ塩化ビフェニル廃棄物」について、県のＰＣＢ廃棄物処理計画に基づき、本年度中の処
理を指示されたことから、同廃棄物に係る収集運搬及び処理委託料737万５千円をそれぞれ追加・計上。
農林水産業費☞担い手育成対策費に、現在、和菓子メーカーである株式会社源吉兆庵との連携協定により、和菓子
の原材料として供給する加工用桃について、安定的かつ継続的に生産する体制整備が求められていることから、農
林公社が事業主体となり、町内の農地開発団地２か所において、加工用桃のモデル園地を整備し、耕作放棄地の再
生を図るとともに、栽培方法や流通販売の実証に取り組み、農家に普及、拡大する施策を早急に展開する必要があ
るため、加工用桃モデル園地整備事業費補助金176万１千円を計上。また、農地費には、吉野梁瀬地区ため池「梁瀬
下池」の老朽化に伴い、漏水等が発生し、人家への被害が懸念され、その改修が急務となっていることから、国庫
補助事業の採択要件である、ため池総合整備計画を策定するための委託料64万８千円を計上。
土木費☞道路新設改良費に、道路法施行規則の一部改正に伴い、町内の橋梁について、国が定める統一的な基準に
より、５年に１回の頻度で、近接目視による点検等を行うことが基本とされたことから、過疎対策事業債ソフト事
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一般質問

一
般
質
問

村
尾
　
重
利 

議
員

　

定
住
促
進
に
つ
い
て

問　

住
宅
施
策
の
充
実
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

住
宅
施
策
に
つ
い
て
は
、
住
宅
取
得
等
の
支
援
を
第
一
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、定
住
等
の
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、

良
好
な
住
環
境
と
快
適
な
生
活
環
境
の
情
報
提
供
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

定
住
環
境
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
ほ
か
、
新
規
転
入

者
及
び
町
内
外
在
住
の
若
い
夫
婦
の
生
活
拠
点
と
し
て
の
新
た

な
住
ま
い
の
取
得
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
定
住
促
進
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
定
住
住

宅
建
築
奨
励
金
制
度
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
れ
は
町
外
か
ら
の

転
入
者
や
町
内
の
40
歳
未
満
の
夫
婦
等
を
対
象
に
住
宅
を
新
築

又
は
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で

あ
り
、
現
在
、
新
規
転
入
者
１
件
の
申
請
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
予
産
材
の
木
造
住
宅
建
築
を
促
進
す
る
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
３
件
の
申
請
が
あ
り
、
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
整
備
事
業
補
助
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
既
存
住
宅

に
加
え
、
今
年
度
よ
り
新
築
分
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
住
宅
関
連
施
策
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
４
件
の
申

請
が
あ
り
、
新
た
に
家
庭
用
燃
料
電
池
設
置
者
に
対
す
る
補
助

制
度
を
創
設
し
、
定
住
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
策
定
し
た
松
野
町
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
転
入
者
の
住
宅
確
保
、
あ
る
い
は
老
朽
化
し

た
住
宅
の
更
新
を
目
的
と
し
た
定
住
促
進
住
宅
等
の
公
営
住
宅

建
設
事
業
、
宅
地
分
譲
計
画
、
空
き
家
改
修
補
助
事
業
、
木
造

建
築
物
の
耐
震
診
断
並
び
に
耐
震
改
修
に
対
す
る
補
助
事
業
に

も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
新
築
用
の
住
宅
用
地

取
得
、
中
古
住
宅
の
取
得
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
助
成

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
加
え
て
、
松
野
町

に
お
け
る
空
き
家
等
の
相
談
窓
口
の
強
化
、
空
き
家
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

問　

産
業
振
興
及
び
雇
用
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

企
業
の
新
規
立
地
や
増
設
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用

の
場
の
確
保
に
大
き
く
寄
与
す
る
ほ
か
、
町
外
従
業
員
の
定
住

化
を
促
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
な
お
一
層
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
新
規
立
地
企
業
に
対
す
る
支
援
や
既
存
企
業

の
増
設
等
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
企
業
立
地
促

進
奨
励
制
度
と
し
て
、
指
定
事
業
者
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

減
免
制
度
や
情
報
通
信
関
連
企
業
の
指
定
事
業
者
が
企
業
の
立

地
を
し
た
場
合
に
、
事
業
所
・
通
信
機
器
等
の
賃
貸
料
及
び
専

用
回
線
通
信
料
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
就
職
先
が
あ
る
か
な
い
か
は
、
定
住
促
進
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
立

地
企
業
又
は
既
存
企
業
の
増
設
に
伴
い
雇
用
す
る
場
合
に
つ
い

て
、地
元
雇
用
の
奨
励
と
そ
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

町
外
も
含
め
て
広
域
的
な
観
点
で
雇
用
対
策
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
中
心
と
し
た
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
移
住
者

の
た
め
の
農
業
を
中
心
と
し
た
生
活
設
計
を
提
案
す
る
も
の
と

し
て
お
り
、
ま
た
、
民
間
企
業
と
連
携
し
た
雇
用
を
創
出
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
新
規
就
農
や
耕
作
放
棄
地
解
消
等
の
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
松
野
町
農
林
公
社
研
修
生
に
対
す
る
研
修
補
助

金
の
支
給
や
水
耕
栽
培
施
設
整
備
事
業
費
の
補
助
を
継
続
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
部
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
転
入

者
の
増
加
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
展
開
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
今
年
度
か
ら
の
新
た
な
制
度
と
し
て
、
農
林
漁
業
体
験

民
宿
事
業
や
農
林
漁
家
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
等
、
町
内
で
実
施
す

る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
実
施
し
た
場
合
に
補
助
金
を

交
付
す
る
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
キ
ッ
ク
オ
フ
補
助
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

問　

定
住
を
促
す
た
め
の
条
件
整
備
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

松
野
町
の
自
然
豊
か
な
地
域
特
性
を
活
用
す
る
施
策
と
し

て
、
新
規
就
農
や
田
舎
暮
ら
し
希
望
者
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

業分の活用により、全体で116か所となる橋梁のうち、今年度に実施する５か所分の橋梁長寿命化修繕計画策定委託
料294万３千円を計上。
消防費☞災害対策費に、本年４月１日の機構改革により、庁舎別館に危機管理室を設置したことに伴い、災害対策
本部用の机・椅子等を新たに整備する必要があるため、庁用器具費66万円のほか、県補助事業により、避難施設に
指定しているコミュニティセンターへ、発電機、投光器、簡易トイレなどの資機材を整備するため、避難所用機械
器具費75万４千円を計上。
災害復旧費☞農地農業用施設災害復旧費に、本年７月９日から10日にかけての台風第８号により、吉野梁瀬地区に
おいて、農地災害が１件発生したことに伴い、国庫補助事業による復旧事業費67万８千円を計上。

平成26年度松野町介護保険特別会計補正予算（第１号）
補正額：２千326万２千円　（補正後の予算総額：７億１千626万２千円）
【主な補正理由】
人件費では、人事異動、昇格及び共済費負担率の変更に伴う調整により、総務費及び地域支援事業費において、総
額113万８千円を追加し、５款基金積立金には、前年度の介護給付費等が確定したことによる予算措置として、繰越
金を財源とする介護保険介護給付費準備基金積立金１千８万８千円を追加。また、諸支出金には、前年度の国庫負
担金等の精算に伴う予算措置として、償還金利子及び割引料に、返還金１千203万６千円を追加。



4

ム
の
推
進
等
を
支
援
し
、
側
面
か
ら
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

就
学
や
結
婚
を
機
会
に
松
野
町
を
離
れ
た
若
者
や
都
市
部
な

ど
か
ら
の
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
対
し
て
、
松
野
町
の
魅
力
や

定
住
促
進
助
成
、
子
育
て
支
援
、
空
き
家
情
報
、
就
職
情
報
、

通
勤
環
境
等
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
か
ら
中

高
年
層
ま
で
幅
広
く
定
住
を
促
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
推
進
す
る
に
は
、
松
野
町
で
育
っ
た
若

者
が
帰
郷
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
強
く
持
つ
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
大
人
が
ふ
る
さ
と
で
あ
る
松

野
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、
松
野
町
の
良
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
各
家
庭
に
お
け
る

意
識
付
け
を
基
本
と
し
つ
つ
、
学
校
で
の
ふ
る
さ
と
教
育
の
取

り
組
み
に
加
え
、
地
域
全
体
と
し
て
町
民
の
郷
土
愛
を
醸
成
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連

携
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
種

情
報
誌
や
そ
の
他
広
告
媒
体
を
通
じ
た
情
報
発
信
が
大
切
と
な

り
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
安
心
し
て
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
女
性
が
生
み
育
て
な
が
ら
働
き
続
け

ら
れ
る
特
色
あ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
つ
つ
、
ま
た
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
教
育
・
保
育
の
各
分
野
が
一
体
と
な
っ
た
、
連

携
体
制
の
整
備
・
充
実
に
努
め
、
子
育
て
環
境
の
充
実
と
保
育

園
に
か
か
る
経
費
、
医
療
費
の
軽
減
な
ど
、
暮
ら
し
や
す
さ
へ

の
支
援
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
取
り
組
み
と
し
て
、
誕
生
祝
金
や
健
全
育
成
奨

励
金
な
ど
、
子
ど
も
を
持
つ
親
の
意
見
等
を
ふ
ま
え
な
が
ら
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
松
野
町
の

歴
史
や
豊
か
な
文
化
資
源
等
の
町
民
の
財
産
を
未
来
へ
と
継

承
・
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
固
有
の
地
域
文
化
や
自
然
環
境
を
活
か
し
な
が
ら
、

松
野
町
な
ら
で
は
の
景
観
形
成
を
お
こ
な
い
、
誰
も
が
住
み
よ

い
、
住
み
た
い
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

問　

協
働
に
よ
る
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

定
住
の
促
進
に
は
、
町
民
と
行
政
が
と
も
に
地
域
を
育
み
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
７
月
に
は
全
国
知
事
会
議
が
「
少
子
化
非

常
事
態
宣
言
」
を
決
議
し
、
国
と
地
方
が
総
力
を
挙
げ
て
、
少

子
化
対
策
の
抜
本
強
化
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
対
策
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
国
で
は
、
人
口
の
急
激
な
減
少
・
超
高
齢

化
と
い
う
我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
に
対
し
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か

し
た
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生
で
き
る
よ
う
、
９
月
に

は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
各
省
庁

の
縦
割
り
を
排
除
し
て
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
部
局
横
断
的
に
「
人
口
問
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
人
口
減
少
問
題

に
総
合
的
に
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
国
、
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
も
、
人
口
減

に
対
し
て
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
総
合
的
な
施
策
が
必
要
で

あ
り
、
各
課
横
断
的
な
連
携
組
織
や
町
内
各
分
野
の
代
表
も
含

め
た
組
織
づ
く
り
の
検
討
も
含
め
て
、町
の
将
来
を
見
据
え
た
、

ま
た
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
施
策
を
実
行
す
る
た
め
、
各

分
野
で
の
洗
い
出
し
作
業
の
必
要
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
後
策
定
を
予
定
し
て
い
る
「
第
５
次
松

野
町
長
期
計
画
」
を
基
本
と
し
た
定
住
促
進
計
画
等
、
各
種
計

画
を
策
定
す
る
上
で
、
各
種
事
業
、
施
策
の
洗
い
出
し
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
社
会
へ
の
効
果
的
な
取
り
組
み
が
展
開

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
っ
て
、
人
口
減
対
策
に
努
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
特
に
、
定
住
促
進
の

た
め
の
町
営
住
宅
等
の
住
宅
環
境
の
整
備
を
始
め
、
観
光
交
流

施
設
の
整
備
に
よ
り
交
流
人
口
の
増
大
と
雇
用
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
農
林
公
社
等
農
業
関
連
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
産
業
振
興
と
後
継
者
対
策
、
雇
用
促
進
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
施
設
老
朽
化
、
財
源
等
の
問
題
は
あ
り

ま
す
が
、
必
要
性
を
精
査
し
た
上
で
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
確
保
に
大
き
く

寄
与
す
る
ほ
か
、
町
外
従
業
員
の
定
住
化
を
促
す
効
果
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
種
優
遇
措
置
で
の
支
援
に
よ
り
、
積
極
的
な
企

業
誘
致
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
移
住
を
促
す
た
め
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
民

間
企
業
に
よ
る
農
業
関
連
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
も
必
要
な

施
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
期
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
町
民
全
員
が
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

施
策
内
容
と
し
て
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
な
ど
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た

活
動
を
支
援
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

補
助
金
を
交
付
し
、
ま
た
、
森
の
国
観
光
交
流
促
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
と
し
て
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
観
光

交
流
事
業
な
ど
の
地
域
振
興
に
関
わ
る
事
業
に
要
す
る
経
費
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
新
た
な
事
業
と
し
て
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
に
よ
る
集
落
活
動
が
衰
退
し
て
い
る
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
蕨
生
と
奥
野
川
部
落
を
モ
デ
ル
地
区
に
、
集
落
の
維
持

や
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
町
を
誇
り
に
思
い
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
く
、

子
ど
も
を
育
て
や
す
く
、
ま
た
教
育
環
境
が
充
実
し
、
そ
し
て

人
に
や
さ
し
い
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
で
あ
り
、
と
て
も
魅
力
的

な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
町
民
と
行
政
の
協
働
で
情
報
発
信
し
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
居
　
一
誠
　
議
員

　

人
口
減
少
社
会
へ
の
取
組
み
を
ど
う
展
開
す
る
の
か

問�　

国
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、

全
国
知
事
会
は
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
た
。
今
や
全
国
市
町

村
が
、
競
っ
て
新
し
い
工
夫
、
ア
イ
デ
ア
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
、
地
域
創
生
の
た
め
、
多
方
面
に
わ
た
る
緊
急
の

政
策
が
展
開
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
町
は
ど
う
対
応
さ

れ
る
の
か
、
今
後
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
く
た
め
に

は
、
町
民
の
総
力
を
結
集
す
る
と
と
も
に
町
当
局
に
お
い
て

は
、
各
課
横
断
的
な
総
合
的
取
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、

具
体
的
に
こ
れ
ま
で
既
に
展
開
中
の
も
の
、
こ
れ
か
ら
計
画

予
定
の
も
の
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
っ
て
ど
の
よ

う
な
政
策
を
展
開
さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

今
年
５
月
に
、民
間
の
有
識
者
か
ら
成
る
「
日
本
創
生
会
議
」

に
よ
り
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
若
年
女
性
が
5
割
減
少
し
、
全

国
の
半
数
に
あ
た
る
８
９
６
の
自
治
体
が
消
滅
の
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
年
女
性
の
減
少
と
地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ
の
若
者
の
流
出

に
よ
り
、
地
方
が
消
滅
し
か
ね
な
い
と
い
う
衝
撃
的
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一般質問
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人
口
減
少
の
要
因
の
一
つ
に
出
生
数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

松
野
町
の
人
口
動
態
を
み
て
み
ま
す
と
、
死
亡
数
が
出
生
数

を
上
回
っ
て
お
り
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
著
し
く
進
行

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
出
生
数
の
減
少
は
、
晩
婚
化
が
影
響
し
て
い
る
と
も
い

わ
れ
て
ま
す
が
、
町
と
し
て
は
未
婚
率
を
低
下
さ
せ
出
生
数
を

増
や
す
た
め
若
者
の
出
会
い
の
場
の
創
出
事
業
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
結
婚
相
談
員
に
よ
る
婚
活
支
援

事
業
や
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
で
取
り
組
む
青
年
男
女
交

流
事
業
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
、「
愛
媛
県
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
て
、
独
身
男
女
の
登
録
制
度
に
よ

る
紹
介
や
お
見
合
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て
周
知
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
和
島
圏
域
や
予
土
圏
域
で
の
連
携
に
よ
り
、
キ
ャ

ニ
オ
ニ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の
趣
味
と
コ
ラ
ボ
し
た
交

流
事
業
の
開
催
を
通
じ
て
、
若
者
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
併
せ
て
、
結
婚
祝
金
や
健
全
育
成

奨
励
金
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
関
し
て
も
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
中
、
こ
れ
ま
で
に
も
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料

化
、放
課
後
児
童
等
健
全
育
成
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
支
援
新
制
度
の
ス

タ
ー
ト
に
向
け
て
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状
を
把
握
し
、
新

制
度
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
を
検
討
す
る
「
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
て
お
り
、
今
後
、
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
需
要
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
と
し
て
、
利
用
者
の
生
活
実

態
を
踏
ま
え
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
需
要
に
応
じ
て
、
広
く
住
民

が
利
用
し
や
す
い
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び
体
制
の

整
備
に
努
め
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
・
推
進
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
園
の
質
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
の
推
進
、
児
童
の
健
全
育
成
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

乳
児
及
び
幼
児
並
び
に
母
性
等
の
健
康
の
確
保
及
び
増
進
と

し
て
は
、
こ
ど
も
や
母
親
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
た
め
に
、
そ
の
健
康
の
確
保
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
や
母
親
の
健
康
の
確
保
、
食

育
の
推
進
、
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実
等
に
努
め
て
い
く
こ
と

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
勉
強
会
を
開
催
し
、
町
民
・

産
業
界
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る

な
か
で
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
野
ま
ち
づ
く

り
青
年
会
議
、
森
の
国
山
城
の
会
、
森
の
国
さ
く
ら
の
会
等
、

ま
ち
づ
く
り
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
創
出
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問�　

今
年
５
月
、総
務
省
は「
地
方
中
枢
拠
点
都
市
」を
指
定
し
、

そ
の
地
域
圏
の
経
済
成
長
の
け
ん
引
役
を
担
わ
せ
る
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
２
０
０
８
年
に
は
、
定
住

自
立
圏
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
、
全
国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

市
町
村
が
国
の
財
政
支
援
を
受
け
な
が
ら
競
い
合
っ
て
い
る

が
、
こ
の
２
つ
の
国
の
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う

動
き
は
あ
る
の
か
、
県
内
で
の
指
定
は
ど
こ
か
、
ま
た
宇
和

島
広
域
圏
は
指
定
に
な
ら
な
い
の
か
、
国
へ
の
働
き
か
け
は

ど
う
か
、
県
町
村
会
ま
た
は
宇
和
島
広
域
事
務
組
合
の
問
題

認
識
と
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　
「
地
方
中
枢
拠
点
都
市
制
度
」
及
び
「
定
住
自
立
圏
構
想
」

と
も
に
、
圏
域
の
中
心
都
市
が
、
近
隣
の
市
町
村
と
連
携
す
る
、

新
た
な
広
域
連
携
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
広
域
行
政
、
広

域
的
な
自
治
体
間
の
連
携
は
必
要
か
つ
効
果
的
な
手
法
で
あ

り
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
行
政
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
等

に
よ
り
そ
の
効
果
を
検
討
す
る
中
、
事
務
・
事
業
の
共
同
化
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
地
方
中
枢
拠
点
都
市
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
、
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
も
、
経
済
を
持
続
可
能
な

も
の
と
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
都
市
制
度
で
あ
り
、
地
方
圏
が
踏
み
と
ど
ま
る
た
め
の

役
割
を
果
た
し
、
さ
ら
に
は
地
方
か
ら
大
都
市
へ
と
い
う
「
人

の
流
れ
」
を
大
き
く
変
え
る
よ
う
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
都
市
の
要
件
と
し
て
は
、
人
口
20
万
人
以
上
、

昼
夜
間
人
口
比
率
１
以
上
な
ど
地
方
圏
に
お
い
て
相
当
規
模
の

人
口
と
中
核
性
を
持
つ
指
定
都
市
又
は
中
核
市
で
あ
り
、
県
内

で
は
松
山
市
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
指
定
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

　

こ
の
地
方
中
枢
拠
点
都
市
と
な
る
た
め
に
は
、
関
係
市
町
と

連
携
協
約
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
、
普
通
地
方
公
共
団
体
同

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
は
初
め
て
の
試
み
と
な
る
、
各
種
ワ
ク
チ
ン

（
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
Ｂ
型
肝
炎
、
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
）
の
任
意
接

種
を
受
け
た
子
ど
も
に
対
し
、
接
種
料
を
助
成
す
る
補
助
金
を

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
し
て
お
り
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
接
種
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
子
ど

も
の
健
康
保
持
及
び
増
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
次
代
の
親
と
し
て
の
社
会
的
役
割
の
学
習
な

ど
、
地
域
・
家
庭
の
大
切
さ
を
実
感
し
つ
つ
、
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
教
育
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

次
代
の
親
づ
く
り
、
子
ど
も
の
生
き
る
力
の
育
成
に
向
け
た

学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
対
策
の
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
住
民
の
要
望
や
子
育
て
世
帯
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
考
慮

し
、
生
活
環
境
の
整
備
や
子
ど
も
を
見
守
る
地
域
体
制
の
整
備

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

良
質
な
住
宅
の
確
保
、
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
、
安
全
な

道
路
交
通
環
境
の
整
備
、
公
共
施
設
に
お
け
る
子
育
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
推
進
、
子
ど
も
が
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
活
動
の
推
進
、
子
ど
も
を
犯
罪
等
の
被
害
か
ら
守
る
た

め
の
活
動
の
推
進
、
犯
罪
、
い
じ
め
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

子
ど
も
の
立
ち
直
り
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、ま
た
、

働
き
方
に
対
す
る
意
識
啓
発
や
事
業
所
に
対
す
る
協
力
要
請
な

ど
、
広
報
・
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

多
様
な
働
き
方
の
実
現
及
び
男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直

し
等
の
推
進
や
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
の
た
め
の
体
制
整

備
等
の
推
進
に
つ
い
て
、「
森
の
国
ま
つ
の
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

要
保
護
児
童
対
策
、
き
め
細
や
か
な
取
り
組
み
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
児
童
虐
待
を
防
止
す
る
取
り
組
み
や
ひ
と
り
親
家
庭

へ
の
支
援
、
障
害
児
施
策
の
充
実
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
松
野
町
景
観
計
画
に
基
づ
い
た
良
好
な
景
観
形
成

を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
、地
球
温
暖
化
対
策
を
町
全
体
で
進
め
、町
の
イ
メ
ー

一般質問
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士
が
連
携
し
て
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方

針
及
び
役
割
分
担
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
か
ら
全

国
展
開
さ
れ
て
お
り
、
人
口
５
万
人
程
度
以
上
で
昼
夜
間
人
口

の
比
率
が
１
以
上
の
市
が
中
心
と
な
り
、
経
済
面
で
の
関
わ
り

の
深
い
近
隣
市
町
村
と
協
定
を
締
結
し
、
定
住
自
立
圏
と
い
う

圏
域
が
形
成
さ
れ
、
中
心
市
が
策
定
す
る
定
住
自
立
圏
の
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
に
沿
っ
て
、
圏
域
全
体
で
医
療
、
福
祉
、
教

育
な
ど
生
活
機
能
の
強
化
、
交
通
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
地
域
内
外
の
住
民
と
の
交
流
、
人
材
育
成
な
ど
人
口
定

住
に
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
に
取
り
組
む
と
い
う
構
想
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
８
月
現
在
、
全
国
で
95
の
市
が
中
心
市
と
し
て

宣
言
を
し
て
お
り
、
80
の
定
住
自
立
圏
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

県
内
で
は
、
中
心
市
宣
言
を
し
て
い
る
市
は
今
治
市
の
み
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
、
宇
和
島
市
を
含
め
８
つ
の
市
が
中
心

市
と
し
て
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
国
の
計
画
は
、
中
心
と
な
る
市
と
周
辺
自
治

体
が
連
携
、
役
割
分
担
し
、
生
活
に
必
要
な
都
市
機
能
を
確
保

す
る
こ
と
で
地
方
圏
へ
の
人
口
定
住
を
促
進
す
る
施
策
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
2
つ
の
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
す
る
県
内
で
の
具
体
的
な
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の

広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
共
同
処
理
の
仕
組
み
が
必
要

か
ど
う
か
検
討
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
実
績
等
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
宇
和
島
広
域
圏
で
構
成
す
る
関
係
市

町
の
自
主
的
な
協
議
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
広
域
的
な
行
政
間
の
連
携
の
手
法
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
徴
や
よ
さ
が
あ
り
、
各
自
治
体
に
よ
り
異
な
る
都
市
機
能

等
の
状
況
や
課
題
、
目
的
な
ど
に
応
じ
て
連
携
の
手
法
を
見
つ

け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
効
率
的
、
効
果
的
な
も
の
を
選
択

し
、
社
会
情
勢
や
制
度
の
変
化
に
も
注
視
し
な
が
ら
連
携
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
手
法
や
地
域
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
ど
の
よ
う
な

手
法
が
町
に
と
っ
て
望
ま
し
い
の
か
、
幅
広
い
視
点
を
持
ち
、

定
住
自
立
圏
な
ど
の
広
域
的
な
行
政
間
の
連
携
に
つ
い
て
、
ま

た
、
基
礎
的
な
自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問�　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
公
表
問
題
に
つ
い
て
ど
う
対
処
さ
れ

る
の
か
伺
い
た
い
。

　

�　

こ
の
ほ
ど
県
教
育
委
員
会
は
、
２
０
１
４
年
度
全
国
学
力

子
ど
も
た
ち
の
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
目
的
に
、
教
育
委
員
会
、
各
学
校
長
、
学
力
向
上
推

進
主
任
に
よ
る
松
野
町
学
力
向
上
推
進
委
員
会
を
組
織
し
、
組

織
力
の
強
化
、
授
業
力
の
強
化
、
省
察
力
（
せ
い
さ
つ
り
ょ
く
）

の
向
上
を
柱
に
小
中
学
校
の
連
携
に
よ
り
、
確
か
な
学
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

先
般
、
愛
媛
県
定
着
度
確
認
テ
ス
ト
及
び
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
結
果
を
主
な
題
材
と
し
て
、
本
年
度
第
２
回
目
の
松

野
町
学
力
向
上
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
会
で
は
、

各
学
校
の
調
査
結
果
分
析
を
踏
ま
え
な
が
ら
各
教
科
に
お
け
る

評
価
や
問
題
点
を
共
有
し
、
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
、
読

書
活
動
の
充
実
に
よ
る
読
む
能
力
の
育
成
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
の
活
用
を
は
じ
め
と
す
る
校
内
研
修
の
充
実
に
よ

る
教
師
の
指
導
力
向
上
、学
習
内
容
の
振
り
返
り
の
徹
底
な
ど
、

確
か
な
学
力
定
着
向
上
の
た
め
の
具
体
的
な
推
進
施
策
に
つ
い

て
協
議
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
・
城
戸
茂
（
き
ど
し
げ
る
）

准
教
授
を
招
待
し
、
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
力
を
誇
る
秋

田
県
の
取
組
事
例
を
基
に
、
授
業
改
善
を
目
指
す
取
組
み
に
つ

い
て
指
導
助
言
を
受
け
る
な
ど
、
本
町
学
校
教
育
の
課
題
改
善

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

学
力
向
上
推
進
委
員
会
で
の
、
こ
れ
ら
の
協
議
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
今
後
も
小
さ
い
町
な
ら
で
は
の
利
点
を
生
か
し
、
教
育

現
場
に
お
い
て
は
年
間
計
画
に
基
づ
く
研
修
と
情
報
機
器
を
活

用
し
た
授
業
づ
く
り
や
体
験
活
動
の
充
実
に
努
め
、
地
域
や
家

庭
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
個
々
の
能
力
、
学
力

向
上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
表
の
影
響
に
つ
い
て
、
１
９
６
０
年
代
に
行
わ
れ
て
い
た

「
全
国
中
学
校
一
斉
学
力
調
査
」
に
お
い
て
は
、
結
果
公
表
に

よ
り
学
校
間
、
地
域
間
競
争
の
過
熱
を
招
き
、
市
町
間
・
学
校

間
の
序
列
化
や
学
力
偏
重
（
へ
ん
ち
ょ
う
）
な
ど
の
弊
害
に
よ

り
調
査
の
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
結
果
、
公
表
に
際
し
て
は
、
全
国
的
な
流
れ
や
愛
媛
県
の
意

向
及
び
そ
の
是
非
並
び
に
問
題
点
・
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
昨

年
12
月
の
教
育
委
員
会
定
例
会
か
ら
度
重
な
る
議
論
を
行
い
、

県
内
各
市
町
の
考
え
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
の
方
向
性
に
つ

い
て
慎
重
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
来
、
こ
の
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
児
童
生
徒
の
到
達

度
、
習
熟
度
を
確
認
し
、
個
人
及
び
学
校
全
体
の
分
析
を
も
と

に
個
々
の
能
力
開
発
、
教
師
の
指
導
力
向
上
を
目
指
す
も
の
で

あ
り
、
本
町
に
お
い
て
は
小
学
校
が
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
、

中
学
校
が
１
校
し
か
な
い
こ
と
か
ら
「
学
校
別
で
の
公
表
は
で

き
な
い
が
、
市
町
全
体
で
は
可
」
と
い
う
結
論
に
至
り
、
県
下

学
習
状
況
調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
の
市
町
村
別
結
果
を

公
表
し
た
。
報
道
に
よ
る
限
り
で
は
町
内
の
子
供
た
ち
は
よ

く
頑
張
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
頼
も
し
い
限
り
だ
が
、
こ
の

結
果
を
ど
う
評
価
し
、
今
後
の
取
組
み
に
ど
う
活
か
し
て
い

く
の
か
、ま
た
町
内
に
中
学
校
が
１
校
し
か
な
い
松
野
町（
ほ

か
に
１
町
）
は
、
町
と
学
校
の
結
果
が
直
結
す
る
た
め
公
表

す
る
か
ど
う
か
は
町
教
委
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
学
力
向
上
、

人
間
力
向
上
へ
の
影
響
を
ど
う
判
断
さ
れ
る
の
か
、
公
表
さ

れ
る
こ
と
の
是
非
、
学
校
現
場
の
判
断
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
考
え
方
、

子
供
た
ち
の
成
長
へ
の
影
響
な
ど
よ
り
広
く
深
く
慎
重
な
結

論
を
お
願
い
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長
答
弁

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
全
国
学
力
テ
ス
ト
）
は
近
年

の
学
力
低
下
へ
の
懸
念
か
ら
、文
部
科
学
省
が
２
０
０
７
年（
平

成
19
年
）
に
全
国
の
小
中
学
校
の
最
高
学
年
を
対
象
と
し
て
調

査
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
国
公
立
の
す
べ
て
の
小
中

学
校
と
、
私
立
の
小
中
学
校
の
約
５
割
が
参
加
し
て
お
り
、
内

容
と
し
て
は
国
語
と
算
数
・
数
学
の
２
教
科
で
、
そ
れ
ぞ
れ
知

識
力
を
問
う
問
題
と
知
識
の
活
用
力
を
問
う
問
題
の
２
種
類
の

調
査
に
加
え
、
生
活
習
慣
や
学
校
環
境
等
に
関
す
る
児
童
生
徒

質
問
紙
調
査
と
学
校
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
今
回
の
調
査
か
ら
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会

に
よ
る
市
町
村
別
、
学
校
別
成
績
の
公
表
を
解
禁
し
た
こ
と
か

ら
、
去
る
８
月
28
日
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
は
県
庁
で
開
催
し

た
定
例
会
に
お
い
て
、市
町
教
育
委
員
会
別
の
結
果
を
報
告
し
、

四
国
中
央
市
を
除
く
県
下
19
市
町
の
同
意
に
基
づ
き
、
市
町
別

成
績
・
平
均
正
答
率
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
先
日
の
報
道
発
表
の
と
お
り
町

内
の
小
学
校
で
は
国
語
Ｂ
を
除
い
て
全
国
及
び
愛
媛
県
の
平
均

正
答
率
を
上
回
り
、
中
学
校
に
至
っ
て
は
、
す
べ
て
の
調
査
に

お
い
て
県
平
均
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
な
ど
大
変
良
好

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
中
学
校
の
先
生
方
や
家

庭
の
指
導
、
児
童
生
徒
の
日
頃
か
ら
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
度
に
愛
媛
県
の
「
学
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
の
推
進
モ
デ
ル
地
域
の
指
定
を
受
け
、

「
松
野
町
検
証
改
善
委
員
会
」
を
設
置
し
て
学
力
向
上
に
係
る

検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
よ
り
県
下
に
先
駆
け
て
、
次
代
を
担
う

一般質問
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市
町
と
足
並
み
を
揃
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
、

公
表
の
方
法
に
つ
い
て
は
県
教
育
委
員
会
の
方
針
に
よ
り
、
市

町
別
平
均
正
答
率
の
数
値
化
は
小
学
校
の
み
を
対
象
と
し
、
本

町
及
び
砥
部
町
の
中
学
校
に
お
い
て
は
、
町
内
の
中
学
校
が
１

校
で
あ
り
学
校
の
正
答
率
が
特
定
さ
れ
る
と
い
う
配
慮
か
ら
矢

印
比
較
で
の
公
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
表
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
学
力

向
上
、
人
間
力
向
上
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
調

査
結
果
に
基
づ
き
、
学
校
ご
と
に
そ
の
内
容
の
分
析
を
行
い
、

個
人
結
果
に
つ
い
て
は
各
家
庭
へ
説
明
し
、
学
習
指
導
を
行
う

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
学
力
向
上
に
活
か
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
に
お
い
て
は
、
県
下
市
町
別
の
公
表
を
踏
ま
え
、
本

町
で
は
、
各
学
校
ご
と
に
全
国
や
県
と
の
数
値
比
較
や
課
題
な

ど
の
具
体
的
な
分
析
結
果
や
取
組
み
、
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い

て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
を
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
、
学
校

通
信
に
よ
り
家
庭
へ
周
知
し
理
解
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、公
表
の
是
非
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
色
々

な
意
見
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
が
、
国
が
示
し
た
調
査
結
果

を
公
表
す
る
場
合
の
配
慮
事
項
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
の
保
護

や
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
方
法
な
ど
、
よ

り
き
め
細
か
い
対
応
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
方
法
に
よ
っ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
へ
の
影
響
も
善
し

悪
し
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
他
市
町
に
お
け
る
学
校
別
公

表
が
拡
大
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
よ

り
良
い
方
向
へ
進
む
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

松
野
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育

む
に
は
、
学
力
向
上
の
取
組
と
併
せ
て
、
先
人
の
教
え
を
大
切

に
す
る
道
徳
教
育
の
展
開
に
よ
る
豊
か
な
人
間
性
の
創
造
や
、

食
育
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
に
よ
る
体
力
づ
く
り
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
学
校
、家
庭
、地
域
、行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
森
の
国
な
ら
で
は
の
時
代
を
見
据
え
た
教
育
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

稲
田
　
　
溜 

議
員

問　

滑
床
養
魚
場
の
現
状
と
今
後
の
振
興
策
に
つ
い
て

　

日
本
の
水
産
業
は
水
産
物
需
要
が
増
大
す
る
中
、
水
産
資
源

の
制
約
、
乱
獲
に
よ
る
資
源
の
枯
渇
、
漁
業
就
労
者
の
減
少
等

か
ら
「
獲
る
漁
業
」
か
ら
「
育
て
る
漁
業
」
へ
と
力
点
が
お
か

れ
、
今
後
の
水
産
物
需
要
の
拡
大
は
養
殖
業
に
よ
っ
て
支
え
る

必
要
が
あ
る
と
、　

水
産
庁
は
今
後
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

　

正
し
く
こ
の
こ
と
は
、
河
川
の
淡
水
魚
（
う
な
ぎ
・
あ
ゆ
・

町
長 

答
弁

　

釣
り
堀
の
利
用
実
績
と
し
て
は
、
23
年
度
が
２
８
２
件
、
24

年
度
が
２
８
９
件
、
25
年
度
が
２
７
０
件
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の

利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
更
に
観
光
客
の
誘
致
を
図

り
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
民
宿
等
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
の
釣
り
体
験
に
も
利
用
を
し
て
い
ま
す
。

問�　

森
の
国
ホ
テ
ル
、
虹
の
森
レ
ス
ト
ラ
ン
、
民
宿
等
で
、
ま

す
・
あ
ま
ご
料
理
の
提
供
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

森
の
国
ホ
テ
ル
で
は
、
25
年
度
に
、
ま
す
と
ア
マ
ゴ
を
約

２
３
０
㎏
利
用
し
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
虹
の
森
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
団
体
客

へ
の
食
事
に
塩
焼
き
で
提
供
し
た
と
い
う
実
績
は
あ
る
も
の

の
、
金
額
面
と
下
処
理
に
手
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
通
常
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

い
う
点
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、３
枚
に
お
ろ
す
な
ど
の
下
処
理
を
し
て
あ
れ
ば
、

幅
広
い
料
理
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
農
家
民
宿
の
開
業
が
増
え
て
お
り
、
食

事
メ
ニ
ュ
ー
で
取
り
入
れ
る
宿
も
あ
り
、
今
後
も
町
内
に
広

め
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
　

河
川
放
流
（
ま
す
）
事
業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

現
在
、
民
間
団
体
と
の
連
携
事
業
に
よ
り
、
今
年
度
は
ア

マ
ゴ
５
０
，
０
０
０
匹
を
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

ま
す
の
放
流
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
ゴ
を
餌
と
す
る
と
い
う

難
し
い
面
も
あ
り
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
流
事
業
に
関
連
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
お
さ

か
な
館
が
愛
媛
大
学
や
水
産
庁
な
ど
と
協
力
し
て
、「
四
万

十
川
流
域
う
な
ぎ
資
源
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
み
、

将
来
的
に
は
う
な
ぎ
の
完
全
養
殖
、
ま
た
、
河
川
へ
の
放
流

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
す
・
あ
ま
ご
）
等
に
も
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

滑
床
養
魚
場
は
、
長
い
歴
史
が
あ
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
松
野
町
地
域
活
性
化
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
滑
床

養
魚
場
の
今
後
の
振
興
策
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
伺
い
た
い
。

　

販
路
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

滑
床
養
魚
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
滑
床

観
光
の
一
翼
を
担
う
主
要
な
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

現
在
で
は
、
滑
床
養
魚
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
す
と
ア
マ
ゴ
の

養
殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
釣
り
堀
で
の
利
用
の
ほ
か
、
森
の
国
ホ
テ
ル
や
近
隣

の
宿
泊
施
設
で
の
食
材
と
し
て
の
提
供
を
は
じ
め
、
近
隣
市
町

の
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
、
ま
た
、
民
間
団
体
に
よ
る
放
流
事
業

で
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、
町
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
、
ア
マ
ゴ
の
塩

焼
き
等
の
屋
台
で
の
出
店
を
し
て
お
り
、「
滑
床
あ
ま
ご
」
と

し
て
知
名
度
の
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
虹
の
森
公
園
お
さ
か
な
館
の
カ
ワ
ウ
ソ
の

餌
と
し
て
も
ア
マ
ゴ
を
利
用
し
て
お
り
、
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
時

期
に
冷
凍
し
て
保
存
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
魚
を

成
長
さ
せ
る
た
め
の
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
利
点
も
あ

り
、
今
年
度
は
約
１
，
２
０
０
㎏
の
利
用
、
来
年
度
は
１
，
９

０
０
㎏
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
漁
協
か
ら
稚
魚
を
養
殖
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
打
診
も
あ
り
、
現
在
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

問�　

６
次
産
業
化
（
ま
す
・
あ
ま
ご
）
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

町
長 

答
弁

　

国
内
で
は
大
分
県
の
「
か
ぼ
す
ヒ
ラ
メ
」「
か
ぼ
す
ブ
リ
」、

長
崎
県
の
「
ハ
ー
ブ
鯖
」
な
ど
、
魚
類
の
飼
育
に
柑
橘
や
ハ
ー

ブ
を
混
ぜ
込
み
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
魚
と
し
て
売
り
出
し
て
い

る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

滑
床
の
ま
す
・
ア
マ
ゴ
に
つ
い
て
も
、
主
要
農
産
物
で
あ
る

柚
子
の
利
用
な
ど
で
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
魚
と
し
て
の
可
能
性

を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
一
夜
干
し
や
冷
凍
品

な
ど
の
食
品
と
し
て
の
商
品
開
発
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問�　

観
光
資
源
と
し
て
釣
り
堀
、
川
釣
り
体
験
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

一般質問
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選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
示
会

　

９
月
９
日
㈫
か
ら
24
日
㈬

に
か
け
、町
民
セ
ン
タ
ー
で
、

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
示
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
よ
り
、
選
挙
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
今
年
度
は
、

各
小
学
校
か
ら
23
作
品
も
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
明
る
い

選
挙
、
き
れ
い
な
選
挙
の

実
現
に
向
け
て
描
い
た
作
品

は
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
出

来
と
な
っ
て
お
り
、
来
場
し

た
人
た
ち
は
、
思
わ
ず
作
品

に
見
入
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

森 の国だ より

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
示
会

松
野
町
敬
老
式

　

９
月
12
日
㈮
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
松
野
町
敬

老
式
が
行
わ
れ
、
祝
い
年
を
迎
え
た
人
や
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
員
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
と
し
て
松
丸
保
育
園
、

吉
野
生
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
踊
り
や
、
お

祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
後
、
該
当
者
に
対
し

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
小
学
校
増
田
哲
聖
さ
ん
、
西
小
学
校
高
橋
里

玖
さ
ん
、
南
小
学
校
坂
本
天
哉
さ
ん
に
よ
る
作
文
の
発
表

も
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
に
こ
や
か
な
表
情
で
、

発
表
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
健
康
講
話
や
、
宇
和

島
警
察
署
に
よ
る
交
通
安
全
講
話
、
ま
た
、
フ
レ
ン
ド
ま

つ
の
、
デ
イ
ま
つ
の
の
有
志
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
式
典
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

９
９

９
12

今年ご長寿を迎えた人は、次のとおりです。
　○百賀（数え100歳）２名　○白寿（数え99歳）１名　○卒寿（数え90歳）41名
　○米寿（数え　88歳）48名　○傘寿（数え80歳）80名　○喜寿（数え77歳）53名
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森 の国だ より

四
万
十
・
南
予
横
断

２
リ
バ
ー
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ド

自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
勉
強
会

秋
の
交
通
安
全
運
動

　

9
月
14
日
㈰
、
予
土
県
境
を
結
ぶ
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト

「
四
万
十
・
南
予
横
断
２
リ
バ
ー
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ド
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
愛
媛
県
と
高
知
県
の
自
治
体
な
ど

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
て
地

域
の
グ
ル
メ
や
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
四
万
十
・
南
予

の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
た
も
の
で
、

2
リ
バ
ー
と
は
四
万
十
川
と
広
見
川
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
両
県
の
道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
約
57
・
４
㎞

の
中
級
コ
ー
ス
と
約
１
６
７
㎞
の
上
級
コ
ー
ス
に
、
中
村

愛
媛
県
知
事
と
尾
崎
高
知
県
知
事
を
含
む
約
２
５
０
人
が

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
天
候
の
な
か
、

時
折
、
額
の
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ペ
ダ

ル
を
踏
み
し
め
ま
し
た
。
道
中
は
、
沿
道
の
住
民
か
ら
暖

か
い
声
援
が
送
ら
れ
、
各
道
の
駅
で
は
地
域
の
農
産
物
や

特
産
品
を
エ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
す
る
な
ど
流
域

全
体
で
の
お
も
て
な
し
が
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

四
万
十
流
域
は
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
11
月
3
日
ま
で

の
土
・
日
・
祝
日
は
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
も
運
行
し
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

　

９
月
18
日
㈭
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
自
然
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
勉
強
会
は
、
自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
点

か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
電
気
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
礎
知
識
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
設
備

や
仕
組
み
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
保
護
へ
の
意
識
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
愛
媛
大
学
の
林
和
男
特
命
教
授
を
講
師
に
迎

え
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
、
40
人
の
参
加
者
が
、

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
町
で
は
、
自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
小
水
力
発
電
や
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
を
テ
ー
マ
と
し
た
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
太
陽
光
発
電
、
電
気
自
動
車
等
に
つ
い
て
の
勉

強
会
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

９
月
21
日
㈰
か
ら
30
日
㈫
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
松
野
町
で
も
９
月

22
日
㈪
に
行
わ
れ
た
「
交
通
安
全
自
動
車
パ
レ
ー
ド
」
を

皮
切
り
に
、
各
地
域
で
交
通
安
全
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

自
動
車
パ
レ
ー
ド
の
出
発
式
で
は
、
町
内
目
黒
在
住
の

井
上
俊
則
さ
ん
に
対
し
、
全
日
本
交
通
安
全
協
会
か
ら
「
緑

十
字
銅
章
・
交
通
功
労
者
表
彰
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

挨
拶
で
は
、
宇
和
島
警
察
署
長
が
宇
和
島
管
内
の
交
通
事

故
の
現
状
を
説
明
し
た
ほ
か
、
町
長
が
「
交
通
事
故
の
な

い
明
る
い
松
野
町
に
す
る
た
め
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
、
集
ま
っ
た
交
通
安
全
推
進
協
議
会
の
会
員
た
ち

は
、
啓
発
用
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
や
交
通
安
全
旗
を
自

家
用
車
に
装
着
し
、
町
内
を
巡
回
し
な
が
ら
交
通
安
全
を

呼
び
掛
け
た
り
、
沿
道
で
の
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
９
月
24
日
㈬
と
26
日
㈮
に
は
、
町
内

の
保
育
園
児
ら
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
松
丸
保
育
園
は
保
育
園
か
ら
役
場
ま
で
の
間
を
、

吉
野
生
保
育
園
は
園
か
ら
吉
野
生
支
所
ま
で
の
間
を
、
そ

れ
ぞ
れ
交
通
安
全
を
訴
え
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
し
、
目
的
地

で
は
可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
野
東
小
学
校
で
は
吉
野
生
保
育
園
と
合
同
で

交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
実
際

に
自
転
車
や
徒
歩
で
信
号
を
渡
る
体
験
学
習
の
ほ
か
、
パ

ト
カ
ー
や
白
バ
イ
に
よ
る
模
擬
走
行
や
、
警
察
官
へ
の
質

問
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
習
し
て

い
ま
し
た
。

　

松
野
町
は
、
交
通
死
亡
事

故
０
の
日
数
が
千
日
を
超

え
、
上
島
町
・
久
万
高
原
町

に
次
い
で
、
県
内
で
３
番
目

に
死
亡
事
故
の
な
い
自
治
体

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
記
録
を
２
千

日
、
３
千
日
と
伸
ば
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
も

交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

９
14

９
18

９
21
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森 の国だ より

　９月７日㈰に松野中学校で体育祭が、９月21日㈰には各小学校で運動会が開催されました。
　爽やかな秋晴れの中、子どもたちは、各団体で一致団結し、優勝を目指し競い合いました。

松野中学校

松野東小学校

やりきった
　　みんながえがお　運動会

勝勢の　風に乗り切れ　松中伝説
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森 の国だ より

各小中学校で運動会が開催

松野南小学校

松野西小学校

やりきるぞ　元気いっぱい　最後まで

最後まで　キラキラかがやけ　運動会！
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の掲示板ま ち

船
大
工
の
槌
音
遠
し
浜
の
秋 

伊
藤　

富
子

長
ら
へ
て
真
如
の
月
を
仰
ぎ
け
り 

岡
本　

京
子

名
残
り
茄
子
色
艶
や
か
に
其
処
々
と 

金
谷　

惠
子

ま
だ
ま
だ
と
機
械
新
調
秋
の
草 

金
谷　

重
子

月
を
得
て
船
海
峡
を
渡
り
ゆ
く 

金
谷　

文
恵

名
月
を
仰
ぎ
て
八
十
路
越
え
に
け
り 

木
下
三
千
恵

鈴
虫
や
日
々
穏
や
か
な
里
暮
ら
し 

駒
山　

忠
夫

残
業
の
月
の
光
の
夜
食
か
な 

斉
藤　

真
人

稲
刈
っ
て
風
の
行
方
を
見
て
を
り
ぬ 

谷　

き
よ
し

欄
干
に
頰
杖
を
し
て
月
見
か
な 

布　
　

久
光

村
の
灯
の
一
つ
が
残
り
望
の
月 

布　
　

康
江

一
番
鶏
鳴
い
て
満
月
山
の
端
に 

ひ
の
た
い
ら

し
ば
ら
く
は
座
を
縁
側
に
月
の
客 

宮
崎
き
く
を

母
と
な
る
日
の
近
し
娘こ

よ
月
澄
め
り 

山
下
ス
ミ
子

道
変
へ
て
芒
の
群
に
出
会
ひ
け
り 

赤
松　

午
子

吟
詠
の
発
声
練
習
天
高
し 

稲
谷
キ
ミ
子

障
子
貼
り
て
ふ
と
思
ひ
出
す
母
の
こ
と      

上
田
美
智
子

朝
寒
や
庭
池
の
鯉
跳
ね
に
け
り 

岡
本　

三
葉

赤
ト
ン
ボ
の
ぞ
い
て
い
き
ぬ
車
椅
子 

竹
内
サ
ダ
子

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会　
九
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会　
九
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
　
九
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

釣
り
の
子
の
帰
る
川
辺
や
曼
珠
沙
華

鬼
北
町　

松
田
ツ
ル
子

　

萩
の
花
揺
ら
し
見
つ
か
る
か
く
れ
ん
ぼ

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

《
虹
の
森
公
園
》

　

野
仏
を
隠
す
穂
芒
そ
よ
ぎ
け
り

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

　

彼
岸
会
や
少
女
の
指
の
か
ざ
り
爪松

野
町　

駒
山　

忠
夫

　

老
二
人
手
を
取
り
生
き
ん
桔
梗
咲
く

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

　

逆
光
の
芒
に
母
を
見
失
ふ

鬼
北
町　

松
田
ツ
ル
子

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

秋
雨
や
渓た

に谷
の
流
れ
の
五
色
石

松
野
町　

田
中
志
津
代

森の国まつの男女共同参画基本計画の策定について
　少子高齢化の進行や社会経済状
況が目まぐるしく変化する中で、
活力ある新しい新しいまちづくり
を進めていくためには、町民の積
極的な参加と協働が必須となる中、
松野町における男女共同参画の推
進については、「人心緑化の精神」
と人権の尊重を基本に、「仕事と生
活の調査」、「子育て支援」、「若者
定住施策」、「人権施策」などの町
政の課題解消に向け、総合的に取
り組むものとし、その指針となる
ものとして「森の国まつの男女共
同参画基本計画」を策定しました。
　計画概要は右記のとおりです。

１　計画の名称　 森の国まつの男女共同参画基本計画
２　計画の期間　平成26年度～平成30年度
３　基 本 理 念　 誰もが住みたい、住み続けたい町、森の国をめざして
４　基本目標及び基本的施策

基本目標 基本的施策
Ⅰ　男女共同参画社会に
　　向けての意識改革

①　意識改革と啓発活動
②　教育学習の充実

Ⅱ　人権尊重と男女間に
　　おける暴力根絶

①　人権の尊重
②　あらゆる暴力の根絶

Ⅲ　あらゆる分野における
　　男女共同参画の推進

①　政策方針決定の場への女性参画の推進
②　就労の場における環境の整備
③　仕事と家庭を両立できる環境づくり

Ⅳ　安心して暮らせる
　　活力あるまちづくり

①　社会的支援体制の充実
②　心と身体の健康づくり
③　若者定住施策
④　防災分野における男女共同参画の推進
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

蕨
　
生
　
三
好
　
満
子
　
　
90
歳

豊
　
岡
　
山
田
ハ
マ
ノ
　
　
98
歳

延
野
々
　
田
村
　
博
資
　
　
91
歳

豊
　
岡
　
山
田
ハ
ツ
子
　
　
90
歳

延
野
々
　
金
澤
　
　
勇
　
　
69
歳

豊
　
岡
　
山
下
惠
太
郎
　
　
89
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

三
好
　
　
忠
　
　
松
野
町

金
谷
　
哲
夫
　
　
松
野
町

田
村
　
博
愛
　
　
松
野
町

山
田
　
史
郎
　
　
松
野
町

伊
井
　
　
一
　
　
松
野
町

山
田
　
　
勇
　
　
松
野
町

金
澤
　
秋
徳
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　2058世帯（±０世帯）

総人口　4,284人 （－７人）
男2,015人　女2,269人
（９月中の異動）

　　○出　生　０人　○死　亡　７人
　　○転　入　９人　○転　出　５人

平成26年９月30日現在
※外国人を含みます。

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち
　

10
月
１
日
㈬
、
平
成
26
年
度
第
２
回
史
跡
見
学
会
「
河
後

森
城
の
植
生
・
景
観
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

河
後
森
城
の
よ
り
よ
い
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、
河
後
森
城

周
辺
の
植
生
や
景
観
に
つ
い
て
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
見
学
会
で
す
。
今
回
も
、
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
の
下
條
信

行
氏
と
江
崎
次
夫
氏
を
招
い
て
、
河
後
森
城
跡
の
植
生
と
景

観
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
学
会
で
は
、
本
郭
か
ら
城
内
外
の
景
観
に
つ
い

て
観
察
し
、
見
え
方
や
間
伐
す
べ
き
木
の
選
定
な
ど
を
行
い
、

11
月
下
旬
に
見
頃
を
迎
え
る
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
状
況
も
観
察
し

て
い
ま
す
。

　

次
回
の
見
学
会
は
、
11
月
24
日
㈪
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

三
連
休
の
最
終
日
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
野
町
教
育
委
員
会　

☎
42
・
１
１
１
８

　

愛
媛
県
で
は
、
昨
年
度
実
施
し
た

「
集
落
実
態
調
査
」の
結
果
に
基
づ
き
、

今
後
の
地
域
活
動
の
維
持
や
多
様
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
集
落
間
の

話
し
合
い
や
情
報
交
換
等
を
支
援
す

る
モ
デ
ル
事
業
を
県
内
２
地
区
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
モ
デ
ル
地
区
の
１
つ
と

し
て
蕨
生
・
奥
野
川
地
区
が
選
定
さ
れ
、
年
内
に
７
回
程
度

の
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
協
働
に
よ
り
実
施
で
き
る
事
業

等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
か
ら
協
議
を
始
め
、
地
区
の
魅
力
と
将
来
像
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
や
課
題
を
抽
出
・
整
理
し
、
具
体
的
な
行
動

計
画
を
策
定
す
る
取
組
み
を
進
め
、
両
地
区
か
ら
は
毎
回
40

人
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
お
こ
な
わ
れ
る
協
議
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
新
た
な
魅
力
の
発

見
や
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
両
地
区

が
協
働
で
実
施
で
き
る
も
の
を
積
極

的
に
見
出
し
、
そ
の
事
業
の
継
続
、

更
な
る
発
展
を
目
指
し
た
協
議
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

▲報告会の様子

▲現地での植生・景観調査の様子

松
野
町
蕨
生
・
奥
野
川
地
区

地
域
活
動
組
織
サ
ポ
ー
ト
事
業
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
11
月
10
日
㈪　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
有
馬
節
男
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
11
月
10
日
㈪　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
11
月
10
日
㈪　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

﹁
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
人
の
家
族
も
守

る
こ
と
、
そ
れ
が
労
働
保
険
の
目
的
で
す
。

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、入
ろ
う
。
労
働
保
険
。﹂

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
一
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
の
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
」
と
定
め
、
集
中
的
な
広
報
活
動
な
ど
労
働
保
険
の
加

入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
０
２

　

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

地
デ
ジ
難
視
対
策
の
各
種
支
援
終
了

に
つ
い
て

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視
対
策
の
た
め
の
各
種
支

援
制
度
は
、
平
成
27
年
３
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
期

限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る
た
め
に
は
、
遅
く

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者

の
公
的
代
表
機
関
で
あ
る
農
業

委
員
会
系
統
組
織
が
発
行
す
る

農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

　
「
週
刊
」
の
時
間
を
生
か
し
、

情
報
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
解

説
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
読
者
に
満

足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
家
族

全
員
が
楽
し
め
る
記
事
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
47
都
道
府
県
に
あ
る
支
局
の
県
版
・

地
方
版
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
の
元
気
で
特
徴
あ
る
明

る
い
話
題
や
地
域
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門
紙
と
し
て

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
般
新
聞
の
購
読
と
併

せ
て
読
ん
で
も
ら
う
併
読
誌
と
し
て
、
一
週
間
に
一
度

お
届
け
し
て
お
り
、
購
読
料
は
１
か
月
６
０
０
円
（
送

料
込
み
）
と
負
担
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
で
す
。

購
読
を
ご
希
望
さ
れ
る
人
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
松
野
町
役
場
内

松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
て
農
業

経
営
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
？

農業委員会だより（11月号）

平
成
26
年
分
年
末
調
整
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

宇
和
島
税
務
署
で
は
、平
成
26
年
分
源
泉
所
得
税
の
改
正
・

納
付
書
等
の
記
載
要
領
・
年
末
調
整
の
仕
方
に
つ
い
て
、
次

の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
関
係
諸
用
紙
を
封
入
し
た
封
筒
を
、
事
前
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際
に
は
必
ず
こ
の
封
筒
を
御
持

参
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】
11
月
18
日
㈫　

14
時
〜
16
時

【
場　
　

所
】
鬼
北
町
近
永
公
民
館　

２
階
講
堂

１　

一
般
採
用
（
第
１
次
）
試
験

【
応
募
資
格
】
中
卒
（
見
込
含
む
。）
17
歳
未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
】
平
成
27
年
１
月
９
日
㈮
締
切

【
試　
験　
日
】
平
成
27
年
１
月
24
日
㈯

【
試
験
会
場
】
宇
和
島
市
役
所

【
試
験
課
目
】
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
（
択
一
式
）

及
び
作
文
（
５
０
０
時
程
度
）

２　

推
薦
採
用
試
験

【
応
募
資
格
】
中
卒
（
見
込
含
む
。）
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

成
績
等
優
秀
に
よ
り
学
校
長
が
推
薦

【
受
付
期
間
】
平
成
26
年
12
月
５
日
㈮
締
切

【
試　
験　
日
】
平
成
27
年
１
月
10
日
㈯
〜
12
日
㈪
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

【
試
験
会
場
】
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
神
奈
川
県
横

須
賀
市
御
幸
浜
２
―
１
）

【
試
験
課
目
】
口
述
試
験
、
筆
記
試
験
（
作
文
を
含
む
。）
及

び
身
体
検
査

【
問
い
合
わ
せ
先
】
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
宇
和
島

駅
西
隣
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
５
・
23
・
５
４
３
１
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12
月
は
﹁
市
町
村
税
・
県
税
一
斉
滞

納
整
理
強
化
月
間
﹂
で
す
。

　

こ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
愛
媛
県
と
滞
納
整
理
機
構

で
は
、
次
の
日
程
で
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
の
合
同
公
売
会

を
実
施
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】
12
月
３
日
㈬　

13
時
〜

【
場　
　

所
】
愛
媛
県
中
予
地
方
局　

７
階
大
会
議
室

（
松
山
市
北
持
田
町
１
３
２
番
地
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

●
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

☎
０
８
９
・
９
１
３
・
５
８
０
０

http://w
w
w
.ehim

e-kikou.jp

●
愛
媛
県
中
予
地
方
局
特
別
滞
納
整
理
班

☎
０
８
９
・
９
０
９
・
８
３
９
０

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/h10500/h10500.htm
l

●
高
松
税
務
署　

評
価
公
売
専
門
官

☎
０
８
７
・
８
６
１
・
４
１
２
１

http://w
w
w
.nta.go.jp

い
き
い
き
シ
ニ
ア
三
世
代
ふ
れ
あ
い

イ
ベ
ン
ト
in
歴
博

【
日　
　

時
】
11
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

【
場　
　

所
】
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

（
西
予
市
宇
和
町
卯
之
町
４
―
11
―
２
）

【
内　
　

容
】

●
11
月
22
日
㈯

　

 

伝
統
玩
具
づ
く
り
、
懐
か
し
の
お
や
つ
作
り
、
コ
マ
回
し

体
験
、
演
芸
家　

江
戸
家
猫
八
氏
に
よ
る
講
演
会

● 

11
月
23
日
㈰

　

 

伝
統
玩
具
づ
く
り
、
懐
か
し
の
お
や
つ
作
り
、
け
ん
玉
体

験
【
参　
加　
費
】
無　

料

　

第
18
回
愛
媛
県
知
事
選
挙
が
、
10
月
30
日
㈭
告
示
、
11
月

16
日
㈰
投
・
開
票
の
日
程
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

投
票
区
域
へ
出
か
け
る
人
や
、
治
療
・
出
産
な
ど
の
た
め
歩

行
や
外
出
が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
人
は
期
日
前
投
票

が
利
用
で
き
ま
す
。

●
期　
　

間
：
10
月
31
日
㈮
〜
11
月
15
日
㈯

●
投
票
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場　
　

所
： 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
１
階　

選
挙
管
理

委
員
会
事
務
所

第
1₈
回
愛
媛
県
知
事
選
挙

　
～
投
票
に
行
く
、
理
由
が
あ
る
。
～

点
字
版・音
声
版
の
選
挙
公
報︵
愛
媛

県
知
事
選
挙
︶の
配
布
案
内

　

購
読
を
希
望
す
る
視
覚
障
が
い
者
を
募
集
し
ま
す
。
な

お
、愛
媛
県
広
報
紙
「
愛え

顔が
お

の
え
ひ
め
」（
点
字
版
・
音
声
版
）

の
購
読
世
帯
に
は
送
付
予
定
で
す
。

【
料　
　

金
】
無　

料

【
申
込
方
法
】
11
月
11
日
㈫
ま
で
に
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　
　
　
　
　
　

メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
１
２

℻
：
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
０
９

E-m
ail: senkyo@

pref.ehim
e.jp

第
2₀
回
え
ひ
め
の
森
林・林
業
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

題
材
は
、愛
媛
県
内
の
森
林
、林
業
、緑
に
関
す
る
も
の
で
、

【
一
般
部
門
】と【
テ
ー
マ
部
門
】で
募
集
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
里
山
」
で
す
。
住
所
、
年
齢
、
プ
ロ
、
ア
マ
の
別
な

ど
一
切
問
い
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

チ
ラ
シ
応
募
票
貼
付
の
う
え
指
定
規
格
に
よ
り
応
募

【
募
集
期
間
】
平
成
27
年
1
月
15
日
㈭
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】
公
益
財
団
法
人
愛
媛
の
森
林
基
金

（
事
務
局
／
県
森
林
整
備
課
）

松
野
町
嘱
託
職
員
募
集︵
身
体・知
的
障
が
い
者
対
象
︶

【
採
用
職
種
及
び
人
員
】
清
掃
員
他
若
干
名

【
受
験
資
格
】

●
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

● 

地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

【
そ　
の　
他
】
講
演
会
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
、
定
員
有

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

☎
０
８
９
４
・
62
・
６
２
２
２

℻
：
０
８
９
４
・
62
・
６
１
６
１

http://w
w
w
.i-rekihaku.jp/

と
も
本
年
12
月
中
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０
・
07
・
０
１
０
１

人
● 

自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
で
仕
事
が
で
き

る
人

● 

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
が
い
者
手
帳
の

交
付
を
う
け
、
そ
の
障
害
が
１
級
か
ら
６
級
ま
で
の
方
又

は
療
育
手
帳
の
交
付
を
う
け
て
い
る
人

●
口
頭
に
よ
る
個
人
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
人

【
採
用
年
月
日
】
平
成
27
年
４
月
１
日　

※
事
前
に
研
修
目

的
等
で
就
労
可
：
要
相
談

【
試
験
の
日
時
】
11
月
23
日
㈰　

午
前
９
時
〜

【
受
験
申
込
手
続
】

　

松
野
町
嘱
託
職
員
採
用
試
験
（
身
体
・
知
的
障
が
い
者
対

象
）
受
験
願
書
・
履
歴
書
・
手
帳
の
写
し
を
役
場
総
務
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
願
書
・
履
歴
書
は
役
場
総
務
課
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
11
月
14
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
総
務
課

☎
42
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）
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入札日 工事（業務）名 工事（業務）概要 施行場所
（納入場所） 種別 落札業者 落札金額 所管課

Ｈ26.4.18 水道管理用自動車購入事業 ダイハツ　ハイゼットトラック１台、付属品一式 松　丸 自動車
購入

㈲松野オートサービ
ス 720,544 建設環境課

Ｈ26.5.21 超音波画像診断装置購入事業 日立アロカメディカル株式会社製　超音波画像診断装置　プロサ
ウンドα６　・１台 延野々 物品購入 ㈱サンメディカル 3,672,000 中央診療所

Ｈ26.5.21 西の川地区農道整備事業測量設計業務委託 測量設計　Ｌ＝250ｍ 目　黒 その他 ㈲橋本測量設計 2,214,000 農林課

Ｈ26.5.21 松野町内頭首工調査業務委託 頭首工の位置及び規格等の確認 町　内 その他 ㈲橋本測量設計 918,000 農林課

Ｈ26.5.21 松野東小学校屋内運動場耐震補強工事設計監理業務委託
松野東小学校屋内運動場の耐震補強工事設計監理業務（ＲＣ一部
Ｓ造・延床面積660㎡　１棟） 吉　野 設計監理 ㈱あい設計四国支社 3,747,600 教育課

Ｈ26.6.20 松野町の文化的景観「奥内の棚田」保存計画策定支援業務委託
松野町の文化的景観「奥内の棚田」保存計画策定に必要となる図
面、表などの作成支援 蕨　生 その他 ㈱空間文化開発機構 486,000 教育課

Ｈ26.6.20 史跡河後森城跡環境整備工事監督支援業務委託 史跡河後森城跡東部ゾーンの環境整備工事に伴う工事監理業務 松丸・
富　岡 工事監理 ㈱空間文化開発機構 442,800 教育課

Ｈ26.6.20 町道葛川富岡線改良工事 Ｌ＝66.56ｍ　Ｗ＝3.0（4.0）ｍ　土工１式、擁壁工１式、ブロッ
ク積工１式、排水工１式、防護柵工１式、仮設工１式 吉　野 土木 金谷建設㈴ 20,090,103 建設環境課

Ｈ26.6.20 町道上目黒浅辺線改良工事 Ｌ＝79.43ｍ　Ｗ＝4.0（5.0）ｍ　土工１式、擁壁工１式、ブロッ
ク積工１式、排水工１式、防護柵工１式、付帯工１式 目　黒 土木 下田建設㈲ 26,028,650 建設環境課

Ｈ26.6.20 公営住宅豊岡団地給湯器等設置工事 給湯器及び手摺設置工事　４戸 豊　岡 建築 ㈴松野建設 1,533,600 建設環境課

Ｈ26.6.20 小集落改良住宅松丸第２団地テラス設置工事 テラス　10箇所 松　丸 建築 ㈲太田工務店 3,294,000 建設環境課

Ｈ26.6.20 小集落改良住宅松丸第２団地軒樋修繕工事 軒樋改修　10箇所 松　丸 建築 山本工務店 1,566,000 建設環境課

Ｈ26.6.20 松野東小学校プール更衣室・便所修繕工事
建築工事（防水塗装工事、左官タイル工事、内外装工事、木製・
金属建具工事）、設備機器工事及び給水工事 吉　野 建築 金谷建設㈴ 1,458,000 教育課

Ｈ26.7.17 松野町一般定期健康診断業務委託 松野町所属職員の一般定期健康診断業務 松　丸 その他 医療法人順風会 健
診センター 722,034 総務課

Ｈ26.7.17 松野中学校屋内運動場耐震補強工事 松野中学校屋内運動場の耐震補強工事（Ｓ造２階建・延床面積
923㎡）、塗装改修工事、電気設備改修工事　一式 延野々 建築 ㈴松野建設 21,492,000 教育課

Ｈ26.7.17 蕨生2-26がけ崩れ防災対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝９ｍ　石積工　Ａ＝27㎡　Ｕ型水路　Ｌ
＝９ｍ　塩ビ管　Ｌ＝４ｍストンガ－ド　Ｌ＝８ｍ　仮設防護柵
　Ｌ＝10ｍ

蕨　生 土木 ㈲山口建設 4,721,007 建設環境課

Ｈ26.7.17 富岡7-13集落・避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝33ｍ　石積工　Ａ＝141㎡　Ｕ型水路　
Ｌ＝33ｍ　ストンガードＬ＝33ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝34ｍ 富　岡 土木 ㈲山口建設 14,340,937 建設環境課

Ｈ26.7.17 豊岡6-7集落・避難路保全斜面地震対策工事

法覆コンクリート　Ｌ＝20ｍ　石積工　Ａ＝70㎡　１号Ｕ型水路
　Ｌ＝１ｍ　２号Ｕ型水路　Ｌ＝18ｍ　ストンガード　Ｌ＝17ｍ
　仮設防護柵　Ｌ＝20ｍ

豊　岡 土木 金谷建設㈴ 9,805,710 建設環境課

Ｈ26.7.17 奥野川1-18集落・避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝18ｍ　石積工　Ａ＝120㎡　Ｕ型水路　
Ｌ＝18ｍ　仮設防護柵Ｌ＝18ｍ 奥野川 土木 中山産業㈱ 10,407,030 建設環境課

Ｈ26.8.19 虹の森公園設備・備品購入事業 ファストフード厨房機器一式（シンク・調理台・コールドテーブ
ル冷蔵庫・バッチフリーザー等） 延野々 物品購入 タニコー㈱松山営業

所 4,611,600 企画振興課

Ｈ26.8.19 松野町山村開発町民センター耐震診断業務委託
松野町山村開発町民センターの耐震診断業務（ＲＣ造延床面積
1,285.98㎡）１棟 松　丸 その他 ㈱松浦設計 2,484,000 教育課

Ｈ26.8.19 史跡河後森城跡環境整備工事 広場舗装652.0㎡、解説板設置４基（堀切解説板、古城解説板、
ＳＢ８解説板、塀庇跡解説板）、索道設置・運搬　外

松丸・
富　岡 土木 ㈴松野建設 10,983,600 教育課

Ｈ26.8.19 芝不器男記念館正門改修工事 白蟻害による構造材の著しい腐食に伴う部分改修（土台・柱・梁
等の取替及び屋根瓦葺替工事） 松　丸 建築 山本工務店 3,488,400 教育課

Ｈ26.9.25 水道事業譲受及び軽微な変更業務委託
町内簡易水道３箇所、飲料水供給施設、共同給水施設の事業の全
部を譲受け、軽微な変更申請書作成 町　内 その他 ㈱菱和設計コンサル

タント 1,782,000 建設環境課

平成26年４月～平成26年９月までの入札結果の概要
単位：円
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平成26年度公共工事の発注の見通しについて

所管課 工事の名称 工事実施場所 工事期間 工事
種別 工事の概要 入札及び

契約の方法

入札を行う時期
備　考第１四半期

（４月～６月）
第２四半期

（７月～９月）
第３四半期

（10月～12月）
第４四半期

（１月～３月）

建設環境課
小集落改良住宅松丸
第２団地テラス設置
工事

松野町大字松丸 ６月～９月 建築 テラス設置工事１式（10
戸） 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課 蕨生2-26がけ崩れ防
災対策工事 松野町大字蕨生 ７月～10月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

9.0ｍ、排水工１式外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課
富岡7-13集落・避難
路保全斜面地震対策
工事

松野町大字富岡 ７月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝
33.0ｍ、排水工１式外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課
豊岡6-7集落・避難
路保全斜面地震対策
工事

松野町大字豊岡 ７月～11月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝
20.0ｍ、排水工１式外 指名競争入札 ○ 発注済

建設環境課
奥野川1-18集落・避
難路保全斜面地震対
策工事

松野町大字奥野
川 ７月～11月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

18.0ｍ、排水工１式外 指名競争入札 ○ 発注済

教　育　課 史跡河後森城跡環境
整備工事

松野町大字松丸・
富岡 ８月～１月 土木 広場舗装652.0㎡、解説板

設置４基外 指名競争入札 ○ 発注済

総　務　課 目黒消防車庫建築工
事 松野町大字目黒 10月～２月 建築 建築工事、電気設備、機

器工事外 指名競争入札 ○ 変　更

農　林　課 松野町農林公社発芽
室・養生室改修工事 松野町大字吉野 10月～３月 建築

発芽室１台、養生室２台
（電気工事・給排水工事・
パネル組立等工事一式、既
設施設解体処理工事一式）

指名競争入札 ○ 変　更

建設環境課 町道葛川富岡線改良
工事 松野町大字吉野 10月～２月 土木 Ｌ ＝108.44ｍ、 Ｗ ＝3.0

（4.0）ｍ、土工１式外 指名競争入札 ○ 変　更

建設環境課 町道上目黒浅辺線改
良工事 松野町大字目黒 10月～２月 土木 Ｌ＝76.00ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）

ｍ、土工１式外 指名競争入札 ○ 変　更

建設環境課 舗装修繕事業 松野町大字豊岡 11月～２月 土木 舗装修繕　Ｌ＝500.0m 指名競争入札 ○ 変　更

教　育　課 東小学校体育館耐震
補強工事 松野町大字吉野 12月～３月 建築 耐震補強工事１式外 指名競争入札 ○

教　育　課 中学校体育館用トイ
レ建設工事

松 野 町 大 字 延
野々 １月～３月 建築 建築工事１式外 指名競争入札 ○

建設環境課 面谷Ａ工区がけ崩れ
防災対策工事

松野町大字上家
地 12月～３月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

16.0ｍ、排水工１式外 指名競争入札 ○ 追　加

建設環境課
蕨生2-8集落・避難
路保全斜面地震対策
工事

松野町大字蕨生 12月～３月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝
20.0ｍ、排水工１式外 指名競争入札 ○ 追　加

建設環境課
面谷Ｂ工区集落・避
難路保全斜面地震対
策工事

松野町大字上家
地 １月～３月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

12.0ｍ、排水工１式外 指名競争入札 ○ 追　加

建設環境課
奥野川1-18集落・避
難路保全斜面地震対
策工事

松野町大字奥野
川 １月～３月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝

8.0ｍ、排水工１式外 指名競争入札 ○ 追　加

　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）第７条第２項及び同法施行令（平
成13年政令第34号）第５条第５項の規定に基づき、松野町における平成26年度公共工事の発注の見通しに関する事
項を変更したので公表します。
　この公表における公共工事は、250万円を超えると見込まれるものが対象です。
※ ここに公表する内容は、公表時点での予定であるため、実際に発注する工事が公表内容と異なる場合、またはここに公表されてい
ない工事が発注される場合があります。

平成26年10月１日現在
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平成25年度決算に基づく松野町の健全化判断比率等を公表します
■概　要
　この公表は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づいて行うものです。
　この法律は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健全化
及び財政の再生等に必要な行財政の措置を講じることにより、地方公共団体の財政の早期健全化に資することを目
的としています。
　公表するのは、⑴実質赤字比率、⑵連結実質赤字比率、⑶実質公債費比率、⑷将来負担比率（以下「健全化判断比率」
といいます。）と⑸資金不足比率の５指標です。健全化判断比率のうち１つでも早期健全化基準（イエローカード）
以上である場合は財政健全化計画を、財政再生基準（レッドカード）以上である場合は財政再生計画を定める必要
があります。また、資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合は、経営健全化計画を定める必要があります。

■健全化判断比率及び資金不足比率
　本町の平成25年度決算に基づいて算定し、監査委員の審査を経て議会へ報告した健全化判断比率及び資金不足比
率は、下記のとおりいずれの比率も国の基準を下回り、現在のところ財政状況は健全であるといえます。
　実質公債費比率は9.7％で、対前年度比で1.7％改善しています。主な要因は、近年の新規地方債発行（借金）の抑
制策により、町の元利償還金（借金返済額）が４億５千739万３千円となり、対前年度比で１千479万５千円・3.1％
減少したことが影響しています。
　将来負担比率は20.1％となり、対前年度比で12.7％改善しています。主な要因は、将来負担額に充当することので
きる基金残高（貯金）が、財政調整基金の積み増しや、庁舎建設基金の設置などにより11億８千834万９千円となり、
対前年度比１億６千450万４千円・16.1％増加したことなどが影響しています。
　いずれの指標も早期健全化基準内となっており、今後も改善傾向で推移する見込みとなっておりますが、引き続
き行財政改革を徹底し、財政の健全化に取組みます。

○健全化判断比率
指　標　名 平成25年度Ａ 平成24年度Ｂ 比較（Ａ－Ｂ） 早期健全化基準 財政再生基準

※実質赤字比率 －（該当なし） －（該当なし） －  15.0％ 20.0％
※連結実質赤字比率 －（該当なし） －（該当なし） －  20.0％ 30.0％
　実質公債費比率 9.7％ 11.4％  △1.7％  25.0％ 35.0％
　将来負担比率 20.1％ 32.8％ △12.7％ 350.0％
※平成25年度決算は黒字であり、実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－（該当なし）」で表示。

○資金不足比率
会計名 平成25年度 平成24年度 経営健全化基準

※簡易水道特別会計 －（該当なし） －（該当なし） 20.0％
※平成25年度決算は黒字であり、資金不足比額がないため「－（該当なし）」で表示。

【用語解説】
項　　　目 内　　　容

実 質 赤 字 比 率
　福祉、教育、まちづくりなど、行政事務本体を扱う一般会計等（一般会計及び住宅新築資
金等貸付事業特別会計）の赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。家計に
例えれば、年収に占める年間赤字額の割合を示すものです。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

連結実質赤字比率
　一般会計等に加え、国民健康保険・診療所・簡易水道・介護保険・後期高齢者医療保険特別会
計の赤字や黒字を合算し、町全体としての赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

実質公債費比率

　町の年間収入のうち、借入金（地方債）の返済及びこれに準ずる返済に充てている割合を
示し、資金繰りの苦しさを表します。
　これには、一部事務組合への負担金や公営企業会計に対する繰出金のうち、借金返済に相
当するものも含まれています。
　家計に例えると、年収に占める年間の借金返済額の割合を示すものです。

将 来 負 担 比 率
　一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高が、
町の年間収入の何年分に相当するのかを示し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを表します。
　家計に例えると、借金残高が年収の何年分に相当するかを示すものです。

資 金 不 足 比 率
　公営企業会計（簡易水道特別会計）の資金の不足額の程度を示し、経営状態の悪化の度合
いを表します。
　資金不足額がなければ、「－（該当なし）」という公表になります。
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

平成26年「秋季全国火災予防運動」の実施
１　目　的
　 　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに
当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって
火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発
生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを
目的とします。

２　全国統一防火標語
　『もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ』 

３　実施期間
　11月９日㈰～ 11月15日㈯

４　重点目標
　⑴　住宅防火対策の推進
　　 　平成23年６月から設置が完全義務化した住宅用
火災警報器ですが、制度がスタートした平成18年
の前年、平成17年の住宅火災による死者数は1,220
人で、昨年25年の死者数は997人で200人以上減少
しており、住宅用火災警報器を設置することによ
り、一定の効果が現れていると考えられます。

　　 　住宅火災で、死者が発生した原因の約56％が逃
げ遅れによるものです。火災を早期に発見し、逃
げ遅れ等による死傷者を低減させるためにも、住
宅用火災警報器を設置しましょう。

　⑵　放火火災防止対策の推進
　　 　全国で「放火及び放火の疑い」による火災は8,786
件で、全火災の約２割を占め、依然として高い割
合となっています。そこで、放火火災の防止に向
け家庭内はもちろんのこと、町内会及び住民等が
一体となり、ご近所の連携を密にし「放火されな
い環境づくり」に努めましょう。

　⑶　特定防火対象物における防火安全対策の徹底
　　 　劇場・遊技場・飲食店・物品販売店舗・旅館・
ホテル・病院・老人福祉施設、小規模雑居ビルな
どの不特定多数の人や高齢者等が利用する施設で
は、防火管理体制、避難施設及び消防用設備等の
維持管理を徹底し、対象物の防火安全に努めましょ
う。

　⑷　製品火災発生防止に向けた取組の推進
　　 　電気用品、燃焼機器、自動車等の火災の発火源
となることが多い製品については、適切な使用、
維持管理を行い製品火災の未然防止に努めましょ
う。

　⑸ 　多数の観客等が参加する行事に対する火災予防
指導等の徹底

　　 　昨年８月15日京都府福知山市の花火大会会場で、
露天爆発事故により、死者３名、負傷者56名の痛
ましい事故が発生しました。

　　 　多数の観客等が参加する行事等においては、火
災が発生すると被害が甚大となる恐れがあること
から、主催者、露店業者等はガソリンやＬＰガス
等の危険物の取扱い方法を熟知することはもちろ
んのこと、火気を使用する機器の安全な設置方法
や使用方法を確認し、万が一の火災に備えて消火
器等の消火用具を準備しておきましょう。

　⑹　消火器の適切な維持管理について
　　ア 　消火器が風雨にさらされる場所や湿潤な場所

等に設置されていないか確認するとともに、消
火器の状態を点検し、腐食が進んでいるものは
絶対に使用しない。また、エアゾール式簡易消
火具の破裂事故等が発生していることから、回
収対象の消火具については、メーカー等に確認
するとともに、安全に処分すること。

　　イ 　不用になった消火器については、放射、解体
等の廃棄処理を自ら行うことなく、専門業者に
廃棄処理を依頼すること。（一般の不燃ごみとし
て出されても、回収業者は回収いたしません。）

　　※ 専門業者等の問い合わせについては、最寄りの
消防署にお問い合わせください。

※　住宅防火　命を守る　７つのポイント
（住宅火災による死者の発生防止対策）

―３つの習慣・４つの対策―
３つの習慣
　○　寝たばこは、絶対やめる。
　　 　寝たばこをして眠り始め、
手からポロリと布団に落ちる
と、長い時間くすぶった状態
になり、その後発火する危険
性があります。寝たばこは絶
対にしないようにしましょ
う。

　○ 　スト―ブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する。

　　 　カ―テンや障子などから離
れたところで使用して、洗濯
物は上方で干さないようにし
ましょう。

　○ 　ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す。

　　 　ちょっとだからと言って火
をつけたまま用事をしない。
離れるときは炎を小さくする
だけではだめ、必ず火を消し
てからにしましょう。

４つの対策
　● 　逃げ遅れを防ぐために、住
宅用火災警報器を設置する。

　● 　寝具、衣類及びカ―テンか
らの火災を防ぐために、防炎
品を使用する。

　● 　火災を小さいうちに消すた
めに、住宅用消火器等を設置
する。

　● 　お年寄りや身体の不自由な
人を守るために、隣近所の協
力体制をつくる。
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11月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 土 虹の森リニューアル大感謝祭（～３日）
秋の滑床自然観察登山

２ 日 松野町文化祭 当加藤整形外科☎22-7111
当石川循環器科内科☎20-0320

当上田小児科・外科☎25-0100
当松野町国保中央診療所☎42-0707

３ 月 健康診断がん検診／保健センター
松野町文化祭（芸能大会）

当二宮整形外科☎25-8600
当吉田内科泌尿器科医院☎25-1330
当こばやし小児科☎23-1150
当市立吉田病院☎52-0611

可葛川以外町内全域

４ 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

５ 水 粗大ごみ収集／目黒基幹集落センター 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

６ 木 不松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

７ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

８ 土 吉野生地区文化祭（～９日）
チャリティレクバレー大会

９ 日 消防団防火デー行事 当小川クリニック☎23-3599
当兵頭内科医院☎25-2772

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当溜尾整形外科☎52-3133

10 月 可葛川以外町内全域

11 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

12 水 粗大ごみ収集／上家地集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

13 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

14 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

15 土 ロープ木登りで遊ぼう／滑床渓谷

16 日 第18回愛媛県知事選挙投票日
松野中学校文化祭

当上甲外科クリニック☎25-5811
当和霊町松浦内科☎23-1510

当こおり小児科☎24-5633
当あべ医院☎32-2616

17 月 可葛川以外町内全域

18 火 肺がんＣＴ検診／目黒基幹集落センター（午前） 
　　　　　　　　松野町保健センター　　（午後） 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

19 水 粗大ごみ収集／富岡集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

20 木 肺がんＣＴ検診／吉野生交流促進センター
町内小中学校音楽発表会 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

21 金 肺がんＣＴ検診／松野町保健センター 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

22 土

23 日 当植木整形外科☎22-0022
当田中循環器科内科☎22-0504

当山下小児科☎23-0055
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101

24 月 当福島胃腸科外科☎24-5588
当宇都宮内科胃腸科☎25-7228

当上田小児科・外科☎25-0100
当市立津島病院☎32-2011 可葛川以外町内全域

25 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

26 水 粗大ごみ収集／豊岡前公民館 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

27 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

28 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

29 土

30 日 森の国戦国武者伝走 当鎌野病院☎24-6611
当松澤循環器科内科☎25-5858

当こばやし小児科☎23-1150
当口羽外科胃腸科医院☎32-5000

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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